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社会や人間が新しい技術と安心して共存できるように、社会やそれを構成する人間や組

織、さらに文化や地域の違いが新しい技術に何を求めていくのか？といった技術の社会

的形成と技術の社会受容性について、 《人間的側面》と 《社会・文化的側面》から考える。

《人間的側面》

①技術の社会受容性についての人間側から
のアプローチや②社会受容性の高い製品を
開発するためのプロセス、さらに③with 
COVID-19時代のウェルビーイング実現に
向けたABW (Activity Based 
Working）の研究に取り組んでいる

【研究成果】

① 当チームで開発し、国際標準化された利
用時品質モデル及びユーザビリティ向上の
ための人間中心設計活動の書式(CIF: 
Common Industry Format)の現場適
用を検討。利用時品質を費用対効果だけで
なく、異なるステークホルダへの影響を関数
として表すことができることを示した。

《社会・文化的側面》

昨年度までのテクノアニミズム論をふまえて、
テクノアニミズムを日本のアニミズム思想の
歴史と文脈に位置づけ直した。これにより、
AIの技術文明論における日本思想の役割を
明確にする足場を作ることができた。
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【活動総括】

当チームが企画してきたシンポジウムの中
から、「人の動き」、「多様性」、「社会受容
性」、「文化」、「標準化」の観点のテーマに
ついて、登壇者に対するインタビューを行
い、映像としてまとめた。以下のQRコード
からアクセスしてご覧ください

活動総括ビデオ
（フルバージョン）

活動総括ビデオ
（ダイジェスト版）
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